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体力づくりに励む豊茂小の児童たち

生小

豊
茂
小
学
校
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
か
ら
児
童
た
ち
が
ど
ん
ぐ

り
を
ひ
ろ
っ
て
、
そ
の
代
金
で
一

輪
車
を
購
入
し
、
平
衡
感
覚
と
体

力
守
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
い
の
き
っ
か
け

は
、
町
の
主
生
産
物
で
あ
る
シ
イ

タ
ケ
の
原
木
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
始
ま
り
、
山
の
児
童

た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
運
動
種
目

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
一
輪
車
を

導
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
花
は
児
童
全
員
が
一
輪
車
に

乗
っ
て
、
自
由
時
間
や
体
育
の
時

間
に
練
習
を
し
て
、
運
動
会
で
は

一
輪
車
の
曲
芸
を
み
ん
な
に
披
露

し
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
櫛
生
小
学
校
で
も

一
輪
車
の
導
入
を
凶
っ
て
青
少
年

の
健
全
育
成
と
体
力

c

つ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。
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国画面盟問昭和58年度財政公表

財政状況の公表
長浜町の財政事情の作成および公表に

関する条例により昭利J58年度の財政を

公表します。

昭和59年10月

長浜町長

霊罷盟国 国 盈 畢

関オ

二宮重憲
も

(使ったお金)出最(はいったお金)

歳出合計
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費務長吉、入恥(言行
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(100.0%) 

4{章、5，302万円(12.4%)費f責公干~同I

4億7，024h円 (12.9%)費育孝士{責間j引き4、187万円(14.1%)
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昭和58年度財政公表

国民撞壊保険

〆7i，精子算額 71可177万いj

R鶴W長道収入i斉頬 71可 990万ドj

V宅ふ空関j支出済額 66町 768万円

hb骨組 L差 引 5‘222万円

00民撞E震保険直営診藤所

¢委ミミ;;;;; 予算額 1.967万I'J

~園口『 収入済額 808万['J 

協| 斤:'f 支出済額 1可 795万円

~差 引ム 987万円

港湾施設事業

一勺予算額

〆 ~IIIIL 収入済額

i五暴露震惑ジ支出;斉古屋

蝿欝響額鞠f 差 ヲ|

976万円

949万円

949万円

。万円

住宰新築資金等貸付事業

!t 予算 額 4、662万円

~\~j 収入済額 4可542万ドj

l母車トx.....，支出済額 4、542万円

」閉伊詞丁差 引 り万円

簡易水道事業
| 予算額 11可775])IJJ

t工1 収入済額口、684万円

J ~ 支出済額 11仙万円

1 1" 差 引 0万円

老人保撞
予算額 65，350万円

収入i斉額 65可 37375ドl

支出済額 65町343万円

九二山 手 引 30万円

公 積

水道事業会討
区分 干手 日 金 古E

|営業収益 8，847万円

収営業外収益 17万円

益| 言十 8、864万円

自守 営業費用 6，049J5ドj

~:Z 営業外費用 1‘7957J l' J 

支 戸十 7、844万円

純干Ij 百正 ]句 020万円

資 資本的収入 目、626万円
本
的資本的支出 25，745ii円

判支11| 圭1 引 i 1，119万円

資本的収入荷が資本的支出額に

不足する釘 1.119JJI'j:土、勺年度
分損益勘定留保資全 l、119万円で

補て fe ~たこ

工業用水道事業会計
区分科 日 金 額

骨業収益 l 962万円

~Ä 営業外収主主 1、203万円

主主 戸十 1 2，165万円

的 l 試業費用 1，2491;円

~Ä 営業外費用 685万円

支計 1.934万IJJ I 
ト一純一一一一一平IJ 援

231 万円

資 資本的収入| 840!i 円
本
(1'.) 資本的支出 1，516万fl]
~)(差
支| ~ 1 I 676乃1']

資木R'J収人知が資本的支出額に
不足する額 676hllJ:土、.，;年度分

出益勘定FVJ保資金 521lifIl、及ひ

Jlj年度利益剰余金処分額 155ノJ1'J
て十市てんした

費 (S.59.5.311JUIJ 

[て 月IJ f牛数 現在額 1ttt借 :ljり額 l人当り額

自立 ノL〉、、 三I ! 192 38{意2、498)]-1'] 99万1千円 30万9T円

水道事業会 計 16 i 3i意6，480万円 9万4千flJ 2万9千円

簡易水道事業特別会計 22 引き0，450万円 5万3千円! 1万7千I'J

工業用水道事業会計 9 9，382万円 2万4千円 日千円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 21 l倍、9守 076万円 4万9千円 1 !i5千円

J十 260 46{き7，886ノゴ円 121万l千円 I37万8千円|

喝事日 患

開

町民 1人当り 293，075円

E使いました。そのおもな

bのは次のとおりです。 / 1 

農林水産業費 45，520円

民 費 60可808円

土 木 費 35，396ド]

「五 育 費， 37守 676円

ネ包 f方， 費 34可203円

:L'~ {員 費 36，297円

待J 生 費: 2]、758円

災害復旧費 4、615円

f ぐ の 他 16，802fIl 

293，075PJ 

町有財産

F毛 月IJ 上 I也|家 !ョi

役場・公民館竿 3.2]3m' 20， 546m' 

小.'-r学校 93，696m' 28.472m' 

公営住宅 29. 779m' 13. 192m' 

その他の建物 78.646ぱ 6.855m' 

lμ ネ本 20.482m' 

公 l~l 2.209m' 

雑 種 地 4.322m' 

f ピ の 他 1 15.483m' 
J、 H 247. 830m' 69，065m' 1 n 

一融会計繰越明許費
l歳入) (歳iI'，) 
費目

国庫支出金

繰越金

田r1責

全額|費目|金額

ノ入 三十
口川

8，791万fl]IK生費 113，186万円|

5万11]

4，390万IIJ

13，186万円|台 計 I13吻 186万円
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宮罰

全

圏

秋

の

火

災

予

開

運

動

富彊盈置室置置

火
災
の
大
半
は
、
一
般
住
宅
や
共
同

住
宅
で
す
。
ま
た
、
死
者
は
幼
児
、
老

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
火
災
か
ら
尊
い
命
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
た
め
、
今
年
も
全
国
い
っ

せ
い
に
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

霊窪翠Z翠翠密

住
宅
の
防
火
診
断
な
ど

期
間
中
の
行
事
・
計
画

消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
次
の
よ
う
な
行
事
を
計
両
し
て
い

ま
す
。

警
火
広
報

理翻盟国全国火災予防運動医

広
報
車
、
有
線
放
送
な
ど
に
よ
り
、

町
内
全
域
を
対
象
に
火
災
の
予
防
を
広

く
呼
び
か
け
ま
す
。

盟 国世"'"脳幽幽晶副島挫

一
般
住
宅
の
防
火
診
断

背
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
次
の
よ

う
な
火
災
防
止
に
関
す
る
指
導
を
行
い

ま
す
。

①
炊
事
場
、
風
呂
場
な
ど
の
た
き
口

付
近
は
、
繋
理
整
と
ん
が
で
き
て
い
る

か
、
燃
え
や
す
い
も
の
は
近
く
に
な
い

ヵ。
②
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
旧
後
は
、
中
間

コ
ッ
ク
を
閉
め
て
い
る
か
。

③
暖
防
器
具
な
ど
へ
の
給
油
時
は
、

火
を
消
し
て
か
ら
行
っ
て
い
る
か
c

日
月
鎚

E
f
)
陀
同
月

2
E

④
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
は
、
対
震
用
の

も
の
を
使
用
し
て
い
る
か
。

⑤
た
こ
足
配
線
は
し
て
な
い
か
。

⑥
マ

y
チ
な
ど
は
、
子
供
の
子
の
屑

か
な
い
所
に
置
い
て
い
る
か
。

独
居
老
人
等
の
防
火
診
断

一
人
暮
ら
し
の
わ
年
寄
り
の
火
災
に

よ
る
焼
死
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
対
象
住

宅
を
訪
問
し
、
火
気
使
用
箇
所
な
ど
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

①
幼
児
、
老
人
な
ど
は
、
万
一
の
災

害
に
備
え
、
な
る
べ
く
一
階
の
逃
げ
や

す
い
と
こ
ろ
で
就
寝
さ
せ
て
い
る
か
。

②
一
人
暮
ら
し
の
老
人
が
同
じ
地
区

内
に
住
ま
れ
て
い
る
場
合
、
付
近
の
人

達
の
気
配
り
は
ど
う
か
。

少
量
危
険
物
施
設

の
立
入
検
査

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数

量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取

り
扱
っ
て
い

る
場
所
に
立

ち
入
り
、
険

査
し
ま
す
。

指
定
数
量

の
五
分
の
一

以
上
指
定
数

量
未
満
の
危

険
物
と
は
下

表
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

防火診断をする消防署職員

品名 数 量 (リ y トル)

ガソリン 20R 以上~ 100R未満

主I J出 100 ク ~ 500 ク

申圭 ;出 100 // ~ 500 ク

重 油 400 ク ~2 ， 000 ク

特
定
防
火
対
象
物
及
び

危
険
物
施
設
の
立
入
検
査

飲
食
席
、
旅
館
、
病
院
(
特
定
防
火

対
象
物
)
な
ど
多
く
の
人
々
が
出
入
り

す
る
場
所
や
、
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド

(
危
険
物
施
設
)
に
立
ち
入
り
、
防
火

体
制
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
九
月
末
ま
で
に
町
内
で
発
生
し

た
火
災
は
一
一
件
で
す
。

み
ん
な
で
気
を
つ
け
れ
ば
、
火
災
は

防
げ
ま
す
c

当
町
の
危
険
物
漏
れ
に
よ
る
出
火
例

は
次
の
通
り
で
す
。

①
農
機
具
の
エ
ン
ジ
ン
を
修
理
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
漏
れ
て
い
た
燃
料
に
気

が
つ
か
ず
、
エ
ン
ミ
ノ
ン
始
動
時
に
プ
ラ

グ
の
火
花
が
漏
れ
た
燃
料
に
ん
者
火
し
火

災
と
な
っ
た
も
の
c

②
自
動
車
に
給
油
後
、
タ
バ
コ
に
火

を
つ
け
そ
の
火
を
投
げ
捨
て
た
と
こ
ろ
、

漏
れ
て
い
た
燃
料
に
着
火
し
、
火
災
と

な
っ
た
も
の
。

③
自
動
車
と
バ
イ
ク
が
衝
突
、
そ
の

際
漏
れ
た
燃
料
に
エ
ン
ジ
ン
か
ら
の
火

花
が
着
火
し
火
災
と
な
っ
た
も
の
。

火
災
を
防
ぐ
に
は

①
燃
料
が
漏
れ
た
場
合
は
、
燃
料
を

完
全
に
ふ
き
と
る
。

②
給
油
場
所
で
は
、
マ

y
チ
、
タ
バ

コ
な
ど
の
火
気
を
使
用
し
な
い
。

③
交
通
事
故
な
ど
で
自
動
車
が
大
破

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
て
パ
ソ
テ
リ

I
E
コ
ー
ド
を
取
り

は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
車
は
な
ぜ
赤
い
?

一
般
的
に
消
防
車
は
、
赤
色
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
規
正
は

朱
色
で
、
「
道
路
運
送
車
両
法
の

保
安
基
準
」
と
い
う
運
輸
省
令
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
車
が

赤
色
と
さ
れ
た
理
由
は
、
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
が
、
初
め
に
外
国
か

ら
輸
入
さ
れ
た
消
防
蒸
気
ポ
ン
プ

や
消
防
白
動
車
が
赤
色
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
我
が
国
も
赤
色
と
し

た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
の

よ
う
で
す
。

そ
れ
に
赤
色
は
目
に
つ
き
ゃ
す

く
注
意
を
ひ
く
色
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
炎
の
赤
を
連
想
さ
せ
火
災
に

対
す
る
答
戒
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ

と
な
ど
も
理
由
の
-
つ
に
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

楽
し
い
団
地
生
活

を
お
く
る
た
め
に

長
浜
町
で
建
築
し
た
公
営
住
宅
は
、

法
律
に
基
づ
い
て
低
所
得
者
弁
一
対
象
に

安
い
使
用
料
で
入
居
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
公
募
に
つ
い
て
も
、
広

く
公
平
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
、

入
居
資
格
を
満
し
て
い
る
方
が
入
居
で

き
ま
す
。
公
募
は
、
空
部
岸
一
が
で
き
る

か
、
新
し
く
住
宅
が
建
築
さ
れ
た
と
き

に
行
い
ま
す
。

町
内
に
住
所
が
あ
る
か

町
内
に
勤
め
て
い
る
人

入

居

資

格

入
居
資
格
は
、
次
の
と
む
り
で
す
。

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
か
、
ま
た
は

町
内
に
勤
め
て
い
る
入
。

②
単
身
者
(
婚
姻
予
定
の
人
は
除
く
)

で
な
い
ぞ

③
収
入
基
準
は
、
一
種
住
宅
に
つ
い

で
、
十
四
万
-
千
円
以
下
(
所
得
金
額

を
十
一
一
か
月
で
除
し
た
額
)
。
一
一
種
住
宅

に
つ
い
て
は
、
八
万
七
千
円
以
下
(
所

得
金
額
を
十
-
一
か
月
で
除
し
た
額
)
と

な
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
し
た
ら
明
渡
し
を

入
居
後
の
部
屋
の
管
理

基
準
に
適
し
て
い
る
と
入
居
を
許
可

し
ま
す
。
毎
月
住
宅
使
用
料
の
ほ
か
、

諸
経
費
の
支
払
い
は
も
ち
ろ
ん
、
部
屋

の
管
理
も
適
切
に
わ
願
い
し
ま
す
。
も
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窪璽霊室霊塁軍需? 一一一晶玉事務守一一一一甲甥揮易

ヘ
使
用
料
在
滞
納
3

L

人
人
り
、
部
一
同
の

管
哩
が
ず
さ
人
な
叫
ム
口
は
、
明
一
政
し
請

求
を
ト
ヲ
心
ァ
)
と
が
あ
り
ま
十
の
で
一
)
注

意
く
グ
一
さ
い
じ

ま
た
、
団
地
内
で
明
る
い
生
活
を
し

ご、
4
i
z
:
二
)
、
ー
し
リ
土
、
コ
一
L

、

ー
し
ナ
L
Y
く
や
ノ
ダ
上
人
川
(
じ
主

7

L

l

守
J

て
コ
ミ
ー
ニ
ケ

l
シ
オ
ン
を
深
山

で
く
だ
さ
い
。

"，'d"".，-v 

き
担
し
た
ら
負
担
を

公
営
住
宅
の
穆
繕

盟理盤趨璽盟お知らせ

公
営
住
宅
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
明
、

士
台
、
陀
、
は
り
、
足
恨
、
日
制
叫
川
本
施

設
、
電
気
施
設
な
ど
は
町
で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
入
居
者
が
き
損
し
た
場
合
は

当
事
告
負
批
と
な
り
ま
す
じ
そ
の
ほ
か

小
主
い
修
繕
は
入
居
者
の
責
任
に
お
け

で
'
付
っ
て
く
、
だ
さ
い
。

笹"""翠盟理掴園田""己

二
十
日
前
に
申
し
出
を

住

宅

の

返

還

住
宅
の
返
還
は
、
退
居
す
る
二
十
日

前
に
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。
部
屋
は
き

れ
い
に
清
耐
し
て
、
人
屑
者
が
矢
一
損
し

た
筒
所
は
修
刊
し
ご
く
だ
き
い
。
明
-
慢

し
の
時
、
係
が
立
ち
合
っ
て
検
査
し
、

そ
こ
で
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

注

し

い

こ

と

は

、

役

山

内

で

む

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

大
窪
材
生
産
を
目
指
し
て

豊
か
な
山
マ
つ
く
り

間
伐
で
収
入
を
あ
げ
よ
う

戦
後
造
林
さ
れ
と
人
工
林
の
ほ
ぼ
斗

へ
刀
が
間
伐
を
必
要
と
し
「
る
林
齢
に
迭
し
、

覧
-
↓
ケ
一
間
伐
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
け

面
積
は
、
当
町
で
千
百
円
二
見
込
ま
れ

て
い
ま
LJ¥

国
辛
料
助
事
実
に
よ
り
、
昭
和
正
卜

え
年
度
か
ら
五
か
年
汁
画
で
緊
急
間
伐

川
進
対
策
卒
業
実
施
に
と
も
な
い
、
一

郎
み
山
林
は
整
備
さ
i

れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
間
伐
付
は
利
用
範
囲
が
限
ら
れ
て

い
る
こ

1Lt価
格
が
交
い
た
め
、
放
任

状
態
で
す
。

植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
休
は
A
7

任
命
一
十
年
も
す
凡
、
立
、
ど
の
谷
へ
入
つ

で
も
見
わ
た
L

一7
限
り
、
官
伐
採
可
能
一
正

林
齢
に
述
?
)
、
ま
さ
に
飽
和
状
態
に
な

る
と
思
い
ま
宇

C

将
来
一
一
そ
ま
え
、
健

全
な
山
に
育
て
る
た
め
、
間
ハ
ム
以
絶
付

不
可
決
な
作
業

J

い
す

効
果
と
し
て
は
、
林
分
の
健
全
な
生

長
を
促
進
し
、

JN
害
虫
、
心
刈
象
災
ん
本
山
ヲ
J

防
J
U

、
ま
た
生
長
す
る
付
の
山
中
広
の
向

上
や
任
級
(
本
の
大
き
〆
一
一
の
埼
ト
八
、

均
一
化

M
J
M
ら
れ
、
材
価
が
高
き
り
ま

す。

A
F
は
ま
さ
に
品
質
の
時
代
で
す

J

木
村
に
お
い
ご
も
同
ビ
よ
う
に
、
色
が

よ
く
、
つ
や
も
し
ア
¥
し
ま
り
の
良
い

優
良
材
の
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
ヲ
。

間
伐
r
伎
の
残
存
本
数
二
町
歩
当
り
)

一
叫
一
-
一
十
年
生
:
干
三
百
本
合
同
十
年
生

ノ1:干
ヌド

ヒ@
五
十
年

八生
十:
fドゴL

生子f
本

五 (Q!

円「ア〈
本十

突
然
乱
暴
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
覚
せ
い
剤
中
毒
の
特
徴

で
す
c

家
肢
は
仁
九

J

ア
ア
八
、
近
所
で
こ

ん
な
人
を
見
か
け
允
り
、
聞
か
れ
た
と

矢
は
、
符
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

覚
せ
い
剤
を

追
放
し
よ
う

遊
び
の
一
本
、
被
減
の
一
生

保
管
一
誌
と
印
鑑
を

老
齢
〉
障
害
福
祉
年
金

(
今
月
十
-
一
日
は
、
老
齢
福
祉
年
金
、

開
山
福
祉
年
金
を
受
け
取
る
日
で
す

J

ιι
齢
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
を

受
け
で
い
る
力
は
、
国
民
年
金
証
書
保

管
一
社
と
印
鑑
を
も
っ
で
連
絡
所
ま
た
は

役
場
で
年
金
一
社
主
を
受
け
取
り
、
江
主
日

に
記
入
し
て
あ
る
郵
便
局
で
お
受
け
収

り
く
だ
さ
い
「

大径材生産を目指して枝打ちをする組合員たち
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長
浜
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
が
九
月

十
一
一
一
口
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

長
浜
町
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少
す
る

条
例
の
-
部
改
正
、
町
道
の
認
定
、
公

有
ぶ
面
埋
zU
て
、
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
で
す
。

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

議
提
-
一
件
、
議
報
告
二
件
も
受
理
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
十
八
人
に

来
年
の
町
議
選
か
ら

臨
時
行
政
調
査
会
が
推
進
す
る
行
政

改
革
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
の
議
員

定
数
一
一
十
人
を
十
八
人
に
減
ら
す
条
例

の
一
部
の
改
正
案
が
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
来
年
の
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

盟第3囲臨時議会

退
職
者
一
部
負
担
金

三
割
か
ら
二
割

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
退
職

者
医
療
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
退
職
者

本
人
の
一
部
負
担
金
を
現
行
の
一
二
割
か

ら
一
-
割
に
、
被
扶
養
者
の
-
部
負
担
金

を
入
院
の
場
合
三
剖
か
ら
一
一
割
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

田園盟国盛田幽血盟

築
地
一
号
線
な
ど

町

道

の

認

定

築
地
一
号
線
(
延
長
三
十
八
・
四
日
)

藤
ヶ
崎
線
(
延
長
百
十
丘
い
と
、
本
郷
j

長
尾
線
(
延
長
二
千
二
一
百
十
川
)
の
三

路
線
は
、
町
道
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た仁地
域
改
善
向
公
営
住
宅
今
坊
団
地

上
満
建
設
と
締
結

昭
和
五
卜
九
年
度
地
域
改
善
向
公
営

住
宅
A
7
幼
団
地
建
設
工
事
は
、
同
千
一
二

百
二
十
万
円
で
上
満
建
設
と
請
負
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

原
動
機
付
自
転
車
な

ど
の
防
犯
登
録
を

盗
難
予
防
、
早
期
発
見

昭
和
三
十
六
年
以
来
、
防
犯
協
会
、

警
察
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
自
転
車
、

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
防
犯
登
録
制

度
を
実
施
し
、
海
難
予
防
、
被
害
口
問
の

早
期
発
見
な
ど
に
大
き
な
成
果
を
お
さ

め
て
い
ま
す
。

昨
年
中
の
登
録
車
両
照
会
は
卜
万
三

子
三
十
九
件
に
む
よ
び
、
そ
の
う
ち
八

千
九
百
七
十
三
件
発
見
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

盗
難
、
遺
紛
失
は
こ
こ
数
年
間
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
防
犯
登
録
の
必
要
性

は
今
後
も
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

盗
難
予
防
、
紛
失
し
た
時
の
早
期
発

見
の
た
め
に
防
犯
司
令
鉱
を
い
た
し
ま
し

ょ
hyo

契
約
書
、
領
収
書

は

保

管

を

リ
ッ
カ
ー
の
割
賦
販
売

株
式
会
社
リ
ッ
カ
ー
は
、
七
月
一
一
十

三
日
付
で
和
議
申
請
し
、
倒
産
い
た
し

ま
し
た
。

リ
ッ
カ
ー
は
、
月
掛
け
予
約
販
売
方

式
で
販
売
を
し
て
お
り
、
契
約
者
は
全
一

国
で
六
十
万
人
、
積
zi
金
総
額
は
七
十

億
円
程
度
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

契
約
し
て
い
る
方
は
、
契
約
書
、
払

込
領
収
書
を
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
掛
金
の
払
込
み
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
通
商
産
業
省
が
割
賦
販
売

法
に
よ
っ
て
、
契
約
者
の
把
握
と
契
約

者
の
官
報
公
示
、
契
約
者
の
屈
出
、
債

権
者
の
確
認
、
個
人
配
当
表
の
作
成
、

消
費
者
へ
の
返
還
(
保
障
限
度
は
振
込

金
額
の
二
分
の
こ
な
ど
の
予
続
き
が

と
ら
れ
る
ご
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
四
国
通
商
産
業
局

流
通
消
費
課
宮

0
8
7
8

お

3
1

4

1
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自転車には

防犯登録を

わ
申
込
み
は
早
目
に

利
率
も
下
り
、
一
層
有
利
に

年
末
資
金
取
扱
中

国
民
金
融
公
庫
は
、
三
人
に
一
人
の

割
合
で
中
小
企
業
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
政
府
系
の
金
融
機
関
で
す
。

公
庫
で
は
、
ト
月
か
ら
年
末
資
金
の

お
取
冊
目
い
を
開
始
し
ま
し
た
。
年
末
が

迫
る
と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
日
の
わ
申
込
み
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

一
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
一
:
個
人
ま

た
は
法
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

。
資
本
金
:
一
千
万
円
以
下

。
従
業
員
i
百
人
以
ド
(
商
業
・
サ

l

ビ
ス
業
の
場
合
は
五
卜
人
以
下
)

{
融
資
額
}
:
A
一
千
百
万
円
以
内

一
一
融
資
期
間
]
・
・
五
年
以
内

一
利
率
]
-
-
年
七
・
九
%

一
資
金
の
使
い
み
ち
一

O
年
末
商
戦
に
備
え
て
商
品
の
仕
入
れ

O
支
払
手
形
や
買
掛
金
の
決
済
資
金
に

O
ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
資
金
に

詳
L
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
、

公
庫
の
窓
口
へ
む
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。国

民
金
融
公
庫
松
山
支
庖
一
T
市
松

山

市

三

委

町

六

七

三

宮

0
8
9

9

4

6

1

4

8

 

こ
の
社
会
あ
な
た

の
税
が
生
き
て
い
る

税
を
知
る
週
間

延
長
土
、
込

-
F
A
Z
l
Tた
ち
が

山
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

，

、

:

i

〆
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

の相
幅
広
い
活
動
の
大
切
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
金

は
私
た
ち
の
日
市
生
活
に
お
い
て
も
い

ろ
い
ろ
な
面
で
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
身
近
な
税
金
に
つ
い

て
、
そ
の
仕
組
み
ゃ
使
い
み
ち
な
ど
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
十

-
H
か
ら
十
七

日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
て
、

①
税
及
び
財
政
の
現
状
の
説
明
②
税
知

識
の
普
及
③
税
務
相
談
体
制
の
紹
介
な

ど
を
重
点
に
し
た
行
事
を
幅
広
く
行
い

ま
す
。大

洲
税
務
署
で
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
計
一
向
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

大
洲
税
務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮

0
8
9
3

剖

3
1
1
5

セ
イ
タ
カ
ア
円
ノ
ダ
チ
ソ
ウ
・
ブ
タ
ク
サ

有
害
雑
草
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う

11 月 11 日 ~17日

い
ま
愛
媛
県
で
は
「
豊
か
で
幸
福
な

ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
」
の
一
つ
と
し
て
「
七

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
や
「
ブ
タ
ク

サ
」
の
駆
除
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
、
非
常

に
繁
殖
力
が
お
う
盛
で
ス
ス
キ
や
野
菊

な
ど
美
し
い
日
本
古
来
の
野
草
を
た
や

し
て
し
ま
い
ま
す
。

ブ
タ
ク
サ
は
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
よ
り
も
佐
粉
が
ひ
き
起
す
と
い
わ

れ
る
ぜ
ん
そ
く
や
結
膜
炎
、
鼻
炎
な
ど

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

一白向

H
H》v
 

/ハ川
，A
，
 

引
陥
川

県
民
-
人
ひ
と
り
が
自
発
的
な
活
動

を
と
h

心
し
て
差
別
の
な
い
ふ
る
さ
と
愛

媛
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

愛
緩
県
で
は
「
差
別
を
な
く
す
る
強

調
月
間
」
を
設
定
し
、
同
和
問
題
解
決
の

た
め
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
自
発
的

な
活
動
の
促
進
を
岳
起
す
る
も
の
で
す
。

差
別
を
な
く
そ
う

差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
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蓄量覇軍璽墨

関
係
機
関
と

連
絡
を
と
っ
て

難
民
に
対
し
て
の
譲
助

紙

本

徳

之

助

璽窃画面わがクループ-私の提言

世
界
に
は
西

側
先
進
国
の
よ

う
に
高
め
る
あ

ま
り
、
物
の
有

難
さ
を
失
い
つ

つ
あ
る
国
も
あ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
飢

餓
で
生
命
さ
え
失
う
国
民
も
あ
り
ま
す
。

特
に
国
を
追
わ
れ
た
難
民
は
悲
惨
で
あ

り
、
そ
の
子
供
は
哀
れ
で
す
。

H
木
も
戦
中
と
戦
後
を
比
較
す
れ
ば

地
獄
と
天
国
で
、
こ
の
ま
ま
甘
え
て
よ

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
悲
惨
な
生
活
に

戻
ら
な
い
と
誰
が
保
証
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
持
に
、
物
の
有
難
さ
を
失
っ
た

精
神
的
貧
困
は
将
来
我
々
の
子
孫
に
ど

の
よ
う
な
反
動
を
呼
ぷ
か
そ
ら
恐
ろ
し

い
気
が
し
ま
す
。

過
日
、
家
の
中
の
整
理
を
し
て
い
た

ら
、
多
数
の
放
棄
す
る
物
品
を
み
で
あ

ぜ
ん
と
し
ま
し
た
。
我
々
戦
前
の
世
代

は
物
の
生
命
が
終
る
ま
で
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
が
心
の
中

に
生
き
て
い
ま
す
。
若
い
者
は
、
家
に

こ
れ
ら
を
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

と
い
い
、
誰
か
に
譲
る
と
し
て
も
、
こ

ん
な
も
の
受
け
取
る
者
も
な
い
し
、
語

り
か
け
る
こ
と
自
体
、
無
礼
で
あ
る
と

い
い
ま
す
。
現
代
の
日
本
の
家
庭
は
皆

そ
う
ら
し
い
。
日
本
も
富
固
と
な
っ
た

も
の
で
、
生
活
の
ゆ
と
り
に
加
え
て
、

見
栄
と
外
聞
に
神
経
を
費
し
、
自
分
自

身
も
冷
め
て
、
物
の
生
命
が
終
る
ま
で

使
う
と
い
う
生
活
の
基
本
と
忠
わ
れ
る

論
理
は
消
え
て
な
く
な
り
、
無
価
値
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

住
む
家
も
、
身
に
ま
と
う
も
の
も
、

食
べ
る
物
も
不
足
し
て
い
る
難
民
が
い

る
こ
と
を
思
え
ば
、
ぜ
い
た
く
掘
り
な

い
と
思
い
ま
す
。
人
聞
は
一
平
等
で
す
。

人
聞
の
生
活
は
皆
同
ピ
程
度
で
あ
る
こ

と
が
人
類
の
理
想
で
あ
る
は
ず
で
す
。

人
間
の
欲
望
は
よ
り
は
上
の
楽
閣
を
追

求
し
、
よ
り
以
上
の
臼
己
防
衛
に
腐
心

し
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
人
聞
の
欲
望
を
そ
こ

な
わ
な
い
程
度
に
、
そ
の
良
心
に
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
c

現
在
ど
の
家
庭

に
も
相
公
に
使
用
可
能
な
不
用
品
を
か

か
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
保
存
で
き

な
い
食
物
な
ど
は
さ
て
お
き
、
氏
料
品

な
ど
は
こ
れ
を
ま
と
め
て
、
一
貧
凶
諸
民

族
ヘ
贈
る
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
社
会
に
呼
び
か
け
、

収
集
し
、
贈
る
子
続
き
を
と
る
た
め
に

は
組
織
で
な
け
れ
ば
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
長
浜
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
青
年
間
な
ど

の
社
会
的
組
織
が
、
私
の
こ
の
提
案
に

対
し
て
、
視
野
の
広
い
、
し
か
も
次
元

の
高
い
こ
の
運
動
に
背
を
む
け
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
長
浜
町

自
体
も
行
政
的
に
取
り
組
ん
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
沈
滞
気
味
の
町
政
に

新
し
い
感
覚
、
新
し
い
息
吹
を
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

0
0宣
言
、
。
。

一
且
一
一
一
一
?
な
ど
と
い
う
よ
り
ず
っ
と
実
動
的

で
す
。
長
浜
町
を
基
点
と
し
て
全
国
に

こ
の
運
動
が
広
が
る
こ
と
を
提
唱
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

(
長
浜
田
司
法
書
士
・
町
歳
)

お
答
え
:
す
ば
ら
し
い
ご
提
言
だ
と

思
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ご

指
摘
の
よ
う
に
収
集
・
輸
送
の
問
題
な

ど
、
幾
多
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
と
り
、
検
討

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
〈

空
カ
ン
な
ど
散
乱

公

衆

道

徳

出
海
の
西
の
端
、
磯
崎
と
の
境
に
海

本
浴
に
適
し
た
砂
浜
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
昔
の
金
山
鉱
山
の
跡
地
で
す
。
夏

は
各
地
か
ら
こ
の
浜
に
キ
ャ
ン
プ
に
き

た
り
、
魚
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
に

ぎ
や
か
で
す
。
夏
が
過
ぎ
、
一
点
に
降
り

る
と
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
や
ゴ
ミ
が
あ
ち
こ

ち
に
散
乱
し
て
長
観
を
そ
こ
ね
て
い
ま

す
。
後
は
肝
と
な
れ
山
と
な
れ
の
現
代

人
が
せ
つ
な
く
感
じ
ま
す
。

(
出
海
・
畑
山
伊
佐
犬
・
日
歳
)

今

後

検

討

を

図
書
館
の
開
館

読
書
の
秋
で
す
が
、
当
町
の
凶
書
館

は
、
月
曜
、
木
曜
日
の
二
日
間
し
か
聞

か
れ
ま
せ
ん
c

旧
町
内
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
子
供
さ
ん
は
、
二
日
間
で
も
利
用

で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
豊
茂
の
学
校
か

ら
帰
宅
の
わ
そ
い
子
供
は
と
て
も
利
用

@ 

⑧ 
⑧ 
⑧ 

③ 

間
囲
碁
愛
野

」
¥
マ
了

J
ノ

国

主

会

長

長
浜
町
文
化
協
会
凶
碁
部
に
、
長

浜
田
碁
愛
好
会
(
会
員
一
一
一
十
人
)
と

櫛
生
凶
碁
同
好
会
(
会
員
十
五
人
)

の
二
つ
の
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会

は
、
会
員
相
五
の
親
睦
を
閃
り
、
各

自
の
棋
力
の
向
上
の
た
め
次
の
よ
う

な
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

練
習
会
は
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜

円
に
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
く
ら

い
ま
で
、
沖
浦
の
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

定
例
会
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

長
浜
地
医
の
例
会
を
、
第
一
一

日
曜
日
は
櫛
生
の
上
川
金
恵

さ
ん
宅
で
櫛
生
地
区
例
会
、

第
四
日
曜
日
は
櫛
生
隣
保
館

で
櫛
生
同
川
町
会
例
会
を
聞
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
月
上
旬
に
中
央
公
民
館

主
催
の
新
春
凶
碁
将
棋
大
会
を
、
八

月
中
旬
に
夏
期
間
葬
将
棋
大
会
を
町

体
育
館
で
聞
い
で
い
ま
す
。
大
会
に

は
、
四
十
数
人
が
参
加
し
、
ポ
γ
素
訓

練
し
た
棋
力
を
打
ち
込
ん
で
勝
敗
を

競
い
あ
っ
て
い
ま
す
。

界
は
頭
脳
の
ゲ

i
ム
と
い
わ
れ
、

静
か
に
落
ち
つ
い
て
次
の
-
子
を
考

え
、
忠
考
力
が
強
く
な
り
、
一
頭
脳
の

老
化
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
昔

か
ら
葬
を
打
つ
人
が
長
寿
者
の
中
に

多
い
の
を
み
て

も
う
な
っ
け
ま

す
。
ま
た
、
対

局
を
終
つ
て
な

こ
や
か
な
談
笑

の
裡
に
碁
打
ち

仲
間
の
友
情
が

深
ま
り
、
人
聞

の
生
き
が
い
に

適
し
た
趣
昧
で

町
内
の
皆
さ

ん
、
練
習
会
や

定
例
会
に
多
数

参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
歓

迎
致
し
ま
す
。

ム
宮

豊

老化防止の頭脳

仲間意識を深める囲碁愛好会のメンハー
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す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

塾
な
ど
に
で
て
い
く
土
曜
日
の
午
後

な
ど
に
図
書
館
を
聞
く
わ
け
に
は
い
か

な
い
で
し
ょ
う
か
。
検
討
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

(
豊
茂
・
佐
々
木
徳
美
園
幻
歳
)

お
答
え
当
町
の
問
書
館
を
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
地
区
の
公
民
館
に
も
百
冊
か
ら
四
百

冊
程
度
の
同
書
を
備
え
、
町
全
体
で
は

約
八
千
九
百
冊
あ
り
ま
す
。

二
か
月
毎
に
、
各
公
民
館
の
図
書
約

四
十
冊
の
入
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
有

効
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
開
館
日
、
時
間
等
の
変
更
に
つ

うちのおとうさん・一歳ですコンニチハ習量窟冨彊""""""盈富園霊室盟事轟

い
て
は
今
後
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。新

し
い
企
画
で

高
齢
化
社
会
の
老
人
問
題

高
齢
化
社
会
に
あ
っ
て
A
7

一
番
望
ま

れ
る
こ
と
は
、
心
も
体
も
健
や
か
に
長

生
き
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
長
浜
町
で
は
、
老
人
に
な

ら
れ
で
も
各
方
面
で
大
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
方
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
、
精
神
的
、
肉
体
的
両
面

で
の
健
康
維
持
法
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
白
滝
・
遠
香
千
代
・
胡
歳
)

お
答
え
・
・
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

老
人
問
題
は
深
刻
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア
を
だ

し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
企
同
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
出
す
る
企
業
は

二
次
開
発
事
業

二
次
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
四
国
各

地
の
埋
zM
地
が
三
・
一
二
平
方
日
当
り
、

二
万
円

i
一
二
万
円
台
で
も
な
か
な
か
進

出
企
業
が
な
い
時
に
、
三
・
二
一
平
方
日

当
り
十
万
円
以
上
も
す
る
用
地
を
購
入

し
て
ま
で
も
進
出
す
る
企
業
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
に
も
受
入
れ
て
も

ら
え
な
い
よ
う
な
事
業
内
容
の
企
業
な

ら
別
で
す
が
。
そ
れ
で
は
町
民
が
困
り

ま
す
。
(
上
老
松
。
東
秀
行
・
羽
歳
)

歩

く

運

動

を

運
動
不
定
の
解
消

広
報
四
月
号
の
「
へ
る
す
あ
い
」
に

運
動
不
足
の
解
消
に
歩
く
運
動
を
始
め

ま
し
ょ
う
と
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
婦

人
が
グ
ル
ー
プ
で
夜
間
に
歩
い
て
お
ら

れ
る
姿
を
多
く
み
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
良
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

(
仁
久
・
友
石
妙
子
・
幻
歳
)

お
互
い
気
を
つ
け
て

町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

町
職
員
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
は
年

一
回
で
な
く
、
二

1
三
回
毎
年
続
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
長
浜
・
九
井
清
隆
司
お
歳
)

お
答
え
回
数
に
つ
い
て
は
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
先
ず
む

互
い
に
一
人
一
人
が
「
捨
て
な
い
、
よ

iにじ百日計訂正日百五三三じケ一一一
いいとすをまもりにみ まででにまをわきけに町ぉ版。はった ラ士
L_  ，~ コしすの、は……「 一一 叩首ー……ーそ売電、とし pJL 
存い 手コにわ、緩総務機議議務総鐘欝瀦くし気せめの
合;年 そ字予 母 ノf 議謬幾義務議議畿:認謬謬襲撃緩までせいでお 豊?
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室謹盈璽量

目

覚

め

か

ら

就

寝

ま

で

襲

撃

襲

綴

議

⑦ 

亙冨冨墨

ト
ヲ
。

骨
子
を
病
人
の
肩
か
ら
入
れ
、
ひ
じ
の

方
に
す
べ
ら
せ
て
袖
を
脱
が
せ
る
。

感
脱
が
せ
た
寝
問
者
を
内
側
に
丸
め
て

体
の
下
に
敷
き
こ
む
〈
痛
み
の
あ
る
と

体
の
白
山
の
き
く
ほ
う
か
ら
脱
が
せ
き
は
、
体
の
重
み
が
桶
い
ほ
う
に
か
か

て
、
マ
ヒ
や
焔
み
の
あ
る
側
か
ら
者
せ
ら
な
い
よ
う
に
特
に
注
窓
を
し
て
敷
き
@
寝
間
着
の
袖
円
か
ら
病
人
の
子
を
侍

る

の

が

原

則

で

す

。

と

い

う

こ

と

は

、

こ

む

。

っ

て

片

側

の

袖

を

通

し

、

背

、

わ

き

を

い
ま
い
青
て
い
る
も
の
を
す
っ
か
り
脱
が
@
脱
が
し
た
ほ
う
が
ド
に
な
る
よ
う
に
合
わ
せ
、
し
わ
を
の
ば
し
残
り
を
体
の

せ
て
か
ら
、
新
し
い
寝
間
着
を
着
せ
る
横
向
き
に
し
て
、
マ
ヒ
(
痛
み
)
の
あ
ド
に
敷
き
こ
む
c

こ

と

に

な

り

ま

す

。

る

側

を

脱

が

せ

る

。

@

仰

向

け

に

し

て

体

の

ド

の

寝

問

者

を

大

脱

が

せ

る

す

着

せ

る

引

き

出

す

c

山
任
問
符
の
ひ
も
を
解
を
¥
仰
向
け
の
マ
ビ
(
痛
み
)
の
あ
る
ほ
う
を
上
に
⑧
袖
口
か
ら
予
を
入
れ
て
、
病
人
の
白

ま
ま
向
由
が
き
く
側
を
先
に
脱
が
せ
ま
し
て
昔
せ
て
い
き
ま
す
c

由
の
き
く
側
の
手
を
も
っ
て
袖
を
通
す
。

一
判
タ
ず
い
ぶ
ん
冷
え
こ
ん
で
き
ま
や
一
回
の
関
節
の
周
辺
を
さ
さ
え
て
い
る
周
凶
の
組
織
に
酸
素
不
足
を
き
た
し
、
一

一
し
た
。
一
寒
い
と
肩
や
首
を
す
く
め
て
一
番
強
い
筋
肉
は
、
首
す
じ
か
ら
一
屑
の
老
療
物
の
代
謝
が
う
ま
く
ゆ
か
ず
肩
一

一
体
を
か
た
く
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
外
側
に
ま
で
広
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
o

こ

り

が

生

じ

ま

す

。

一

一
ホ
ソ
と
し
た
時
に
一
回
や
首
が
こ
っ
た
ま
た
、
こ
の
筋
肉
を
助
け
て
い
る
筋
肉
さ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
肩
こ
り
は
(
正
一

…
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
c

が
首
す
じ
と
脊
廿
か
ら
一
屑
印
骨
の
内
側
正
し
い
姿
勢
を
と
る
(
ね
こ
背
は
H

一取一

一
一
日
こ
り
や
腰
痛
は
、
人
類
が
一
一
本
に
あ
り
、
よ
く
一
回
が
こ
る
と
い
わ
れ
る
も
悪
い
)
必
血
行
を
よ
く
し
緊
張
を
一

一

足

で

歩

行

す

る

よ

う

に

な

っ

た

と

る

た

め

に

温

め

る

(

入

…

一

代

償

の

よ

う

な

も

の

だ

そ

う

で

一

胃

こ

り

力

宿

小

型

浴

が

最

も

よ

い

)

言

、

川

一

一

t
c
私

た

ち

の

一

本

の

重

い

腕

一

|

/

(

|

/

I

l

肩
な
ど
の
筋
肉
を
よ
く
動
駅
一

一

は

、

肩

関

節

だ

け

で

な

く

、

そ

筋

肉

を

よ

く

動

か

し

て

か

す

(

肩

こ

り

予

防

体

操

官

一

…

の

周

辺

の

同

や

た

く

さ

ん

の

筋

な

ど

を

す

る

)

で

ず

い

ぶ

比

一

一
肉
が
う
ま
く
さ
さ
え
て
い
ま
す
が
、
場
所
が
こ
れ
ら
の
筋
肉
の
場
所
と
よ
く
ん
軽
減
さ
れ
ま
す
。
後
頭
部
の
わ
一

一
i
I
1」
こ

れ

に

は

非

常

な

一

致

し

て

い

ま

す

。

痛

み

や

吐

き

気

が

す

る

程

の

こ

三

4

j

 

一
噛
鐸
僻
話

7
一

努

力

を

必

要

と

し

と

こ

ろ

で

、

な

zぜ
一
肩
屑
が
こ
る

Zので
て
し
り
ユ
や
?
し
)
示
び
れ
、
痛
み
が
あ
る
場
一
川
一
一

一
/
檎
拶
叱
h
山引h

て
い
ま
す

O

こ
の
よ
、
う
つ

O

心
臓
か
』
ら
勺
山
出
山
た
血
管
は
筋
肉
や
ん
合
口
は
単
な
る
一
肩
屑
こ
り
で
は
な
い
け
一

寸

彊

『

h
3
1
!
/乍
h
d
V

丈

、

，

一
、
弘
机

A
崎
村
〉
〉J

努
力
が
-
肩
同
こ
り
の
骨
の
間
な
ど
狭
い
場
所
を
く
ぐ
つ
で
腕
↓
こ
」
と
が
あ
り
ま
す
か
』
ら
勺
医
師
の
汁
一

…

F巧
ん

鳩

一

原

出

凶

Pとな
1つ
て
:
い
の

2先へ
2と
走

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

血

管

診

察

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

三

一

夢

1
v
l
l
L

ま

す

。

こ

れ

ら

腕

が

筋

肉

の

緊

張

な

ど

で

圧

迫

さ

れ

る

と

(

保

健

婦

・

原

間

)

一

了!?++』??t??+++++++今
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寝たきり老人の看護法・日曜当直医…抱一叩一一一言圃

一
屑
や
腕
、
足
志
ど
に
マ

ヒ
や
痛
み
が
あ
る
場
合

融
前
身
ご
ろ
を
軽
く
合
わ
せ
、
両
脇
の

縫
い
目
を
し
っ
か
り
引
き
、
背
の
し
わ

を
伸
ば
し
て
か
ら
ひ
も
を
結
ぶ
。

パ
ジ
ャ
マ

ゆ
か
た

寝
間
着
は
病
人
の
症
状
に
よ
っ
て
選

会、-与品
開
便
器
や
オ
ム
ツ
を
使
う
場
合
は
、
上

ド
の
分
か
れ
た
寝
間
む
が
便
利
。
腰
周

り
が
汚
れ
た
と
き
も
、
卜
だ
け
を
取
り

日
比
り
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
「

世
間
マ
ヒ
が
あ
り
、
関
節
が
硬
直
し
て
い

て
ゆ
か
た
式
の
一
日
間
若
で
は
前
が
は
だ

け
や
す
い
場
合
な
ど
は
、
ゆ
っ
た
り
し

た
パ
ジ
ャ
マ
型
を
。

L
サ
イ
ズ
の
パ
シ
ヤ

マ
の
袖
下
を
ほ
ど
い
て
マ
チ
を
入
れ
、

袖
幅
を
広
げ
た
り
、
ズ
ボ
ン
を
脇
縫
い

を
ほ
ど
い
て
締
ま
で
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
つ

け
る
と
着
や
す
く
な
り
ま
す
c

フ
ァ
ス

ナ
ー
は
、
で
き
る
だ
け
柔
か
い
プ
ラ
ス

チ
y

ク
製
を
使
い
ま
す
っ

良
い
寝
間
一
有
と
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

両
川

rtつ
む
い

す
者
や
す
く
肌
さ
わ
り
が
よ
い

軍
肌
に
当
た
る
部
分
(
特
に
背
中
)
に

縫
い
目
や
ボ
タ
ン
の
つ
い
て
い
な
い
も

の軍
好
み
に
九
円
っ
た
色
柄
の
も
の
(
な
る

べ
く
明
る
い
感
じ
で
)

軍曹 主 ま 喝F

洗排せキ由
漆池;君事辛口
fJずムやえペコ
き オ 7うご宇由
く ム f更中国

ツ手IJ カご
0) t二
世つ
言舌 Jミ
カミ V) 

しし
わて

す官

今
月
の

H
躍
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
斗
後
丘
時
ま
で
で
、
診
療
は
ぬ
急
忠

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
c

①
日
月
3
H
米
川
医
院
宮
⑫
0
1
6
5

①
日
月

4
H
岡
田
医
院
宮
⑮
0
6
3
9

①
日
月
日
H

菊
地
医
院
畳
一
⑪
0
2
0
9

①
日
月
四
円
門
屋
医
院
宮
⑫
0
2
0
2

①
日
月
幻
日
辻
医
院
窓
⑬
0
1
7
4

@
日
月
出
口
石
村
病
院
密
⑫
0
2
5
7

①
日
月

9
H

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
象
は
昭
和
同
年
ロ
月
、
昭

和
回
年
3
円、

6
月
生
ま
れ
の
子
供
さ

ん。①

日

月

初

日

町

体

育

飴

午

後

1
時

1

1
時
加
分
満
-
一
歳
か
ら
川
歳
ま
で

の
方
一
一
同
接
種
。

①

日

丹

羽

円

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
象
は
昭
和
国
年
3
丹、

4

円、

5
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

①
日
月
九
H

口

町

体

育

館

午

前

9
時

却
八
刀

l
u
時
マ
大
和
公
民
館
午
後
1

昨
日
分
1

1
昨
日
分
マ
山
一
花
公
民
館

午
後
2
時
1

2
時
的
分

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
c

ご
協
力

く
だ
さ
い

f



と"--，，，''~"-，--，-"，室調

10 

陣

)

旬

を

疑

ら

し

て

九

月

一

!

一

H

j

I

j

v

町
体
育
館
前
を
起

l
J
交
通
安
全
バ
レ
l
ド
1

点
に
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
保
育
所
の
閤
児
や
安
全
協
公
、
町
職

員
ら
お
よ
そ
三

百
人
が
参
加
。

エ
リ
マ
キ
ト
カ

ゲ
な
ど
の
「
作

り
物
」
も
登
場
、

長
浜
中
学
校
の

ア
ラ
ス
パ
ン
い
や

の
碩
奏
で
町
内

を
め
ぐ
り
、
交

通
安
全
を
呼
ぴ

カ
け
た
。

九
月
三
十
一
ム
什
役
場
分
室
で
伊
予
長
浜
む
述

者
ク
ラ
ブ
結
成
総
会
が
聞
か
れ
た
。
会
員
て
!

八
人
が
参
加

L
、
会
則
、
活
動
計
画
な
ど
を
審

議
、
役
員
選
出
で
ほ
沖
浦
の
小
野
正
春
さ
ん
が

会
長
に

選
ば
れ

た
り
こ

れ
は
、

お
年
寄

り
が
つ

ど
い
、

地
域
の
生
活
の
輪
を

広
げ
、
気
楽
に
話
が

で
き
る
仲
間
、
つ
く
り

を
日
的
と
J
る
も
の
一

〕口巳口口口口口口口口口口 L:口口

創
立
し
た

f

作
間
か
現
物
出
資
、

村
上
が
尚
光
、
金
融
は
黒
田
の

一
一
一
)
の
柱
で
す
べ
り
出
し
た
が
、

事
業
い
北
大
の
た
め
て
一
人
が
中
心

と
な
っ
て
地
方
の
と
引
よ
、
犬
山

主
、
木
村
生
産
省
、
木
材
業
行

等
幅
広
い
山
資
協
力
者
を
得
℃

公
称
資
本
金
五
十
万
円
で
、
大

正
ぺ
年
(
一
九
千
九
)
十
二
月

卜
同
日
「
伊
千
木
材
株
式
会
社
」

を
設
立
し
た
の
で
あ

Q
o

「
伊
予
木
材

商
会
」
の
資
本
合
川
「

μ
百
円
に
比
し

て
驚
異
的
な
発
反
で
あ
り
、
村

K
の
寸

ぐ
れ
た
采
配
ぶ
り
が
う
か
が
え
る

肱
川
河
口
に
面
し
た
地
の
利
に
む
ま

れ
、
終
結
百
に
人
を
得
て
会
社
は
跡
前
な

す
べ
り
出
し
を
し
た
が
、
大
正
十
一
年

頃
か
ら
不
況
に
見
鋒
わ
れ
、
木
材
業
幹
白

九
に
ん

の
倒
日
件
、
仙
川
一
れ
の
吸
い
旺
等
、
経
済
恐
慌

時
代
を
一
十
れ
ハ
憂
し
な
が
ら
、
就
業
全

市
長
一
と
り
し
き
る
村
上
は
こ
れ
に
付
処

?
)
た
の
守
士
山
元
大
正
十
五
年
八
月
-
一

日
初
代
社
長
井
間
の
化
去
に
と
も
な
い

て
代
打
の
社
長
と
な
っ
た
が
、
川
和

A

一

年
一
一
月
一
-
十
七
日
五
十
五
歳
で
没
L
と。

偉
大
な
指
望
者
を
一
時
に
小
ペ
ノ
た
会

社
の
悩
み
は
深
刻
で
あ
っ
子
一
が
、
↓
一
の

あ
と
を
黒
川
伊
勢
松
、
長
山
吋
の
羽
仰
木
郎

二
男
の
-
郎
が

7
け
つ
い
で
、
戦
前
戦

恨
の
雑
川
J
q
一
昨
取
り
き
っ
て
き
た
の
で
あ

る
〉
山
吋
作
U
H川
関
清
一
に
ひ
き
つ
が
れ

た
川
?
純
日
主
れ
て
い
る
が
、
偉
大
な

る
創
業
白
山
村
品
川
が
今
日
の
伊
予
し
小
山
川

株
式
会
社
の
伝
統
シ
一
し
て
う
け
つ
が
れ

て
い
る
。

(
長
浜
町
支
化
財
保
一
夜
審
議
会
委
日
・

久
保
七
郎
)

地 域 の 輪 を 広げ
~お達者テレホンクラブ結成~

春

キナ

上

蔵

ム二五Z翠翠翠霊窓空豆宣言歪翠璽盟盈露..... 罷窪蜜翠密密翠冨

丸
一
と
い
え
ば
村
上
、
村

上
と
い
え
ば
丸
一
と
言
わ
れ
る
位
、

伊
予
木
材
株
式
会
社
生
み
育
て
の
親

村
上
春
蔵
は
、
明
治
仁
川
午
一
一
ハ
じ

-
一
)
櫛
生
村
、
村
k
r
f
二
川
一
引
と

し
て
生
ま
れ
た
ー

向
学
心
に
燃
え
る
春
蔵
は
、
櫛
生

を
出
る
と
き
慨
に
味
噌
を
も
っ
て
家

全
ぬ
け
山
た
と
い
う
。
大
阪
で
芹
…
一
F

…
し
て
間
同
法
比
一
一
子
校
を
卒
業
し
た
の

ふ
が
明
治
一
一
十
七
年
一
一
ト
一
一
歳
の
時
で

町
あ
J

h

一
一
六
法
人
土
苫
を
〈
上
部
辛
で
写

一
い
!
い
た
と
二
男
の
一
郎
は
凶
顧
す

問
弁
点
止
を
開
業
す
る
つ
仁
り
?
長

ゆ
浜
へ
帰
っ
た
時
、
肱
川
川

U
に
山
一
ハ

w

て
木
村
の
集
散
を
山
川
つ
い
た
和

冷心人什川司一、色、
r

了
川
リ
〉
一
i
k
l

仔
ド

1

i

)

一史

民

可

4
u
u
lシ
古
田
J

川
ぴ
『
l

、ーμ!
i
ア

川

ぷ

/
f

w

流
し
と
そ
の
河
口
新
宮
町
を
思
い
出

似

1J
七
円
引
じ
あ
る
に
そ
こ
で
川
治
J
-

卜

川
一
午
-
パ

-
U
設
ム
止
さ
れ
た
「
肱
川

川
付
本
株
式
公
社
」
一
資
本
会
一
二
万
円
)

恥
仁
は
い
ノ
人
」
~
〕
肱
川
村
上
小
は
日
成
戦

ω

争
後
順
調
に
発
展
し
た
が
、
治
般
の

問
情
勢
に
よ
り
社
長
井
関
幸
助
と
市
J

務

ゆ
取
締
没
の
村
上
吾
作
成
が
同
社
全
去
り
、

m
m
u
、
旧
伊
勢
松
L
Y

」
一
一
人
比
一
川
?
大
正
今

町
年
合
資
会
社
「
い
子
木
村
立
間
会
」
を

リ

i与{ko

口

口

円

円

口

口

口

口

円

口

がな 7 ん小美il:lのれ感た重苦j た ，ぜ
行ど ン ら の礼海浜ん謝人に。十 刀三
わの 7 六む さ 小 卜 あ 状 々 」 ブJ社月 ご?
れ意ご人川んの十:とがに績王子/
た見、千の茶、 HIdi 、HT7表の福口町三f

i 芸員 EJ主主 1¥年E宅モ715芋七
霊童チ
占禁覇
IllJ 言な
よ正 ) とや
福
十止
大
-6.. 

が
iJrj 
4当、
れ

櫛
生
、
豊
茂
で
質
疑

1
お
茶
の
間
懇
設
会

1

ルポ。まちの先覚者岨~

口口口口口三戸口口口じご己じ口仁

地
域
一
川
氏
円
安
印
日
や
窓
兄
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

今
年
も
十
円
十
九

i

日7

1

、

J
F
I
-
-『

一
/

日
に
は
豊
茂
三
日

航
で
お
茶
の
間
懇

談
会
が
開
か
れ
た
け

道
路
整
備
な
と
の

環
境
問
題
や
、
農

業
、
漁
業
な
ど
の

生
活
に
密
着
し
た

質
問
が
出
さ
れ
、

保
改
一
つ
一
っ
て

ぜ

争

λ
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圏隅盟囲密醤笹と三ご二三2塁塁宝空室主主翠三翠怨緊密4エ三コ羽田層圏箇置圏

表
彰
高幹

九警
山以
さ荘

42富
岡 130空
体人蚕

ト
け
川
ハ
町
体
育
館
で
第
十
七
回
長

浜
町
社
会
福
祉
大
会
が
聞
か
れ
、
社
会

福
祉
活
動
に
功
労
が
あ

J

た
こ
と
に
よ

り
、
次
の
方
々
は
、
今
♂
~Hh
町
長
、
丙
村

社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
、

町

長

表

彰

一
社
会
福
祉
功
労
者
一
丸
山
米
一
二
郎
(
長

い
い
一
し
い
一
川
斤
一
ト
須
戒
)
ば
一
長
会
長
浜

乞
山
一
j
i
川
ド
ド
料
、
水
訂
作
文
」
第
苧

A

十
向

山
口
前
出
川
長
打
川
忠
勝
)

一
第
二
十
六
回
健
康
優
良
老
人
}
浜
田

ゴ
ミ
二
十
「
主
日
日
、
一
高
岡
鹿
男
、
橋
同
宗

太
郎
、
東
一
己
「
以
上
ム
7

埼
)
ト
~
本
八

太
郎
、
兵
頭
マ
サ
ミ
、
(
以
上
栴
生
」
松

本
サ
ダ
エ
、
渡
辺
ス
ミ
1

¥

以
上
ド
須

戒
)
米
間
チ
サ
ト
、
松
本
虎
出
力
(
川
し
し

豊
崎
)
西
岡
正
章
一
成
川
)

町

長

感

謝

状

一
献
血
運
動
功
労
者
}
①
一
二
十
間
以
上

H

ド
ヘ
川
開
通
「
沖
浦
)
森
内
勝
(
下
須

戒
」
一

iu
ソ
片
道
一
、
豊
茂
)
楠
野
茂
利
(
大

洲
市
)
①
五
川
以
上

1
堀
井
秀
司
、
鈴

木
健
太
郎
、
一
品
目
千
寿
子
(
以
上
長
浜
)

阿
山
紀
f
ヘ
ノ
周
)
中
尾
弘
子
(
櫛
生
)

川
丸
山
香
出
土
一
山
海
)
山
本
久
幸
、
一

宮
和
子
(
以
上
豊
茂
)
矢
野
ハ
マ
f
~
l

滝

)
2
H上
孝
一
、
ト
し
満
サ
ト
ミ
、
山
ド

二三:二三主主出ぷ~d込:2:i.Elì錨誌盤弘之みよヱ三3E 置盟理E3r~:W趨~-"-，-::::.::::::il表彰ァー

利
治
(
以
上
柴
)
竹
岡
靖
、
目
、
以
修
勾
、

丙
ポ
十
日
付
孝
、
西
山
康
男
(
以
し
し
じ
八
洲
市
一

一
昭
和
五
十
八
年
度
健
康
優
良
家
庭
}

松
林
パ
己
、
淀
川
一
免
税
(
以
上
に
久
)

竹
内
京
性
、
山
川
保
一
、
浦
正
茂
夫
、

川
山
川
町
一
円
末
、
出
川
、
こ
/
ノ
ゴ
、
田
淵
音

ー
、
山
本
日
々
、
巾
ぃ
小
川
千
枝
、
林
森
太

山
川
、
川
水
蒸
夜
、
池
川
I
J
、
工
叩
、
友
淳
梅
代
、

ト
ヘ
肝
円
、

γ
口
川

E

疋
町
、
一
七
回
満
義
、
井

上
溝
喜
犬
一
以
卜
長
浜
)
市
川
岳
山
山
中
~
ァ
「

(
古
島
)
大
成
ハ
ル
ミ
(
黒
田
)
式
出

義
徳
(
大
屋
)
長
岡
伸
、
沖
江
比
一
一
、

森
本
政
義
、
森
正
勝
(
以
上
沖
浦
)
林

頼
武
、
橋
同
宗
太
郎
(
以
仁
ヘ
ァ
応
)
清

ぶ
早
苗
(
櫛
生
て
」
ル
ハ
藤
啓
、
浦
日
沼
問
、

木
村
ト
シ
チ
、
坂
本
清
、
首
一
見
鶴
男
、

川
附
一
一
勺
j

、
消
印
登
、
川
川
太
郎
(
以

l
出
泌
一
-
仁
川
ゾ
ル
子
、
片
山
虞
実
、

川
仰
木
色
町
推
、
亀
岡
町
…
世
、
菊
地
定
犬
、

矢
肝
一
正
典
、
水
沼
満
、
日
野
澄
彦
、
戎

pf
湘
一
r

川
に
し
ド
沼
氏
一
松
間
兼
次
、
藤

川
栄
、
帰
判
t
R
Z
、
ボ
ト
介
麻
子
、
菊
地

会
川
江
戸
川
し
い
上
老
松
)
山
本
喜
三
郎
、

山
本
ア
ヤ
コ
、
岡
出
カ
ツ
ヨ
、
神
四
位

馬
、
同
心
地
清
、
上
田
勝
子
、
付
橋
厚
、

福祉功労で表彰される人たち

清
水
満
信
(
以
上
豊
茂
)
門
川
勝
f
、

二
ん
い
い
茂
雄
、
し
し
出
勝
英
、
能
ぃ
本
1
7
卜
工
、

清
本
一
郎
、
清
水
ト
シ
エ
、
同
永
米
-
、

新
タ
カ
エ
(
以
上
向
滝
)
岡
部
誠
、
竹

内
善
行
、
西
山
正
賓
、
日
野
ト
ヨ
了
、

石
川
勝
春
、
白
石
岩
士
口
、
山
本
章
一
、

堀
尾
キ
ヌ
コ
(
以
上
戒
川
)
窪
久
茂
、

宮
本
伊
勢
夫
、
富
岡
勝
1

7

(

以
上
町

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

一
社
会
福
祉
功
労
者
一
両
崎
よ
し
子
、

一
一
回
同
京
、
山
一
わ
城
市
布
、
長
浜
ラ
イ
オ

ン
ズ
ケ
ヲ
プ
(
以
上
長
浜
」
山
間
千
恵

畑
中
和
夫
さ
ん

愛
護
班
活
動
に
功
績

出
海
の
畑
中
和
夫
さ
ん
(
四
七
)
は
、
山

海
愛
護
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ιJm相

撲
大
会
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
に
と
一
勺

て
、
九
片
五
日
松
山
市
で
開
か
れ
λ

一皮

媛
県
公
民
館
研
究
大
会
の
席
上
、
ん
ド
パ
什

存
関
室
媛
県
知
事
か
ら
よ
彰
さ
れ
ま
し

た

加
納
、
二
一
井
さ
ん
ら

民
生
児
童
委
員
・
共
同
募
金
に
功
績

十
月
四
日
松
山
市
で
聞
か
れ
た
第

J

今一

十
二
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
で
次
山

方
々
が
い
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

須
沢
の
加
納
ミ
ツ
ル
さ
ん
(
六
O
)

二ーに

老
松
の
三
井
セ
ツ
子
さ
ん
(
五
八
)
は
、
山
川

年
動
続
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
ま
子
一

長
浜
の
西
村
議
さ
ん
(
六
九
)
は
共
同
勢
金

奉
仕
員
と
し
て
多
年
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
白
石
春
樹
愛
媛
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
?
)
た
。

(
櫛
生
)
土
川
九
七
(
山
海
)
同
一
止
成
一
れ

滝
)
浜
宮
・
浜
児
京
会
(
櫛
生
小
以
下
校
)

川
一
い
い
湾
問
、
山
術
史
、
小
西
宏
明
(
以

ー
出
A
J
つ町

長
お
よ
び
社
会
福

祉
協
議
会
長
感
謝
状

一
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
者
一
津
田

ハ
ル
上
、
山
見
伝
犬
、
中
川
-
孝
、
訂

作
武
俊
(
以
上
長
浜
)
久
保
久
市
一
民
…

川
)
坂
本
山
枝
、

-
-
h克
敬
一
以
上
沖

浦
)
丸
又
博
昭
(
豊
茂
)
中
山
水
禎
子
一
臼

ι

今
崎
)
山
下
通
(
♂
比
一
附
県
阿
宮
市
)

ま
た
、
柴
の
ご
一
秋
俊
雄
さ
ん
は
、

民
生
児
圭
委
員
と
し
で
功
績
が
あ
っ
夫

ヲ」
L
f
一
一
一
仁
川
リ
、
「
須
戒
の
東
一
品
幾
チ
さ

ん一、

f
u、
社
た
福
祉
協
議
会
同
体
育

吠
に
功
前
が
あ

J

た
こ
と
に
よ
り
渡
部

仁
郎
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰

、
ど
れ
王

r
f

に
久
の
ん
に
山
川
美
佐
子
さ
ん
(
五
」
ハ
)
は
、

共
同
募
合
一
奉
仕
に
功
労
が
ふ
ー
た
二
と

に
よ
り
山
崎
胸
一
一
県
共
同
募
金
会
長
か

受通事自立の掲E誌はお気軽にどうぞ，1

(無料で応じます)

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長話
中三
が実
{22亘
良竿
校

トK

は
、
川
和
五
十
七
、
五

卜
八
、
八
卜
九
年
y

一
%
削
工
夫
展
に
お

い
ど
1
J

派
々
作
品
が
谷
川
札
入
賞
し
、
そ

の
だ
川
刊
に
よ
ソ
ケ
山
れ
小
川
保
良
学
校
賞
に

選
は
れ
、
白
不
春
樹
一
家
政
県
知
事
、
渡

部
好
之
県
教
育
長
手
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
c松

本
和
重
さ
ん

一
藤
豊
さ
ん

老
人
福
祉
に
功
績

任
人
什
ム
白
山
阿
川
松
本
和
重
さ

人
(
阿
川
一
一
、
一
政
問
一
V

元
一
人
〕
一
五
千
)
は
、
多
年

払
九
人
し
い
|
ム
に
従
事
し
、
老
人
福
枕
に

功
村

r
J
j
Lに
↓
一
}
/
一
に
上
り
、
九
バ
十

一
ハ
杉
山
市
ご
川
沿
れ
た
第
十
七
日
出
愛

川
山
丘
人
ド
ム
ト
八
公
の
席
土
、
渡
部

七
郎
県
村
会
都
祉
協
議
会
長
か
り
感
刈

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ごZ 青D9 :30~午俊 4 :30 ¥孟巳

土曜日は正午まで・

つ弁護士棺談日は毎週木曜巴午後1.GO~4.80

土ネ二日法人日本損害深喰協会

松山自動車保険請求相談センタ

松山南花園町1-3日本生命松山下竹京

ピル 6~富 松山調査事務所内

督。899、 45-2335 (5500; 

f苛
;気)

可i
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(布岸本印刷

ゑ
家
?

話
声
援
藤弘警

愛
媛
県
史
を
発
刊

十
二
蕃
を
既
刊

印刷

愛
媛
県
史
(
全
四
十
巻
)
が
発
刊
さ

れ
、
既
仁
十
二
巻
が
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
の
阿
史
を
知
っ
て
い
た

と
く
た
め
の
絶
好
の
子
引
書
で
す
。

既
刊
さ
れ
ど
い
る
の
は
次
の
通
り
で

原
始
・
古
代

I
V
文
化

I
マ
地
芯

I

マ
古
代
・
中
世
マ
民
和
上
マ
学
問
・
宗

教
マ
古
代
目
白
中
世
マ
文
学
マ
民
俗
下

マ
地
誌
日
マ
近
代

I
マ
社
会
経
済
J

県
史
に
つ
い
ご
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
蜘
松
山
市
湊
町
七

l
七
l
一

州

関

洋
紙
庖
叩
刷
所
内
愛
媛
県
史
配
本
所

密

0
8
9
9

記

|
2
8
6
1
へ
む
た

UF
ね
く
だ
さ
い
。

昭和59年11月1日発行(毎月 1FI5S行)

寄
付
探
納

昭和59年11月号

。
老
人
ホ
ム
向
山
閣
の
故
大
綜
泌
治

郎
さ
ん
代
理
野
間
朕
、
さ
ん
・
:
抗
而
ユ

二

y
ト
一
一
台
、
演
ザ
一
主
用
衣
装
十
二
h
h

を
老
人
ホ
l
ム
白
山
岡
へ
。

ノ
老
人
ホ

l
ム
れ
山
閣
の
故
本
本
勝
茂

全40審

δ
ん
代
理
水
本
満
良
会
ん
・

E

ケ

l
ス

保
管
章
一
基
、
円
高
芸
用
衣
供
十
着
を

&
人
ホ

l
ム
山
凶
国
ヘ
。

お
く
や
み

大字|
人 口

世帯げつj男{人)! 女(人) 言十 (人)

夕、〉 147 139 286 109 

長 J兵 1，491 1、730 3，221 1，111 

青島 44 56 100 57 

果ベ t日 200 i 20お 408 U7 

|←~今沖ー坊ィ甫 619 696 1.315 377 

329 369 698 184 

相} 生 4(H 491 895 274 

須 iJ¥ 91 97 188 54 

llH1才須戒j毎i
389 414 803 

22589 6 
トー 502 547 同二?;:事恵 干責 69 74 39 

上老十ii H8  172 320 90 

霊長 茂 395 424 819 232 

戒日大 越j j竜11 

471 I 554 

ド主計ト-， 163 1-"156 

36 1 25 61 I 17 
ょ「A ヒ、 336 352 688 I 201 

ノiLI Z十 5，834 6.504 12，338 3，85邑

(S.~9年10lJ 1 11現在)
地域別人口@世帯数一

雇
用
保
険
に
加
入
し
て

社
会
保
障
制
度

の

充

実

を

雇

用

保

険

全
面
加
入
促
進
月
間

日
月
1
日
i
却
日

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

裏を見せ表を見 せ て 散 る 紅

葉。 誰かの辞世ぴ)旬だが、ま

ことにきれい令写生旬であるつ

辞日J:だから、もちろん単なる

写生七Jではなし、。人生の裏表

を色々に通り抜け て今その生

法を閉ざすと L、う述懐がある。

この人生の裏表、五三に厄介な

代物 ('Jうる。現代的表現をと

る奇:ら(;1"フド古と建前というと

ころ。裏が'*こ音で表は建前、

ニ，j")両者は永遠に介 しな L入

なぜなら 枚の紙の裏と表が

ーつになったらそこには来氏の

イ手在はなくなるのと同ピ 1'1'窟

だA 建前を述べど お れ は 治 事

一憶は無難だが、そ三には現

実的な 3三和]実益はあまり則行

ど、ぎない。といつど不山峰、に

j三千子を Iltくと周聞から散散な

攻撃をそける。とうすればー

許よいかに思い悩む。実はそ

こが人生だ。裏を見せ表を見

せで散るよ ηほかは今いのフう主

人生 I 日本人特有の無常感か

街主れているように人己えるが¥

単なる阿清めでなく裏を見せ表

を兄十1と積極的にしかも臼五

郎jに見ぜてきアこといろ主人公

のt前J己した生きざまが感ピ，::)

れはしないかふ本音2::建前が

益々そのI隔を拡げつつある今、

示l~きの錦にあやかって人生の

裏表につ!、て幌管試みど;上京日

iロI。干火}~、の 1柔にふさわ L かろ

広 報 な か 、 は ま

領〉12住
(
黒

。
月
は

坂
本
成
長
千
恵
子
さ
λ
引
力
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氏

名
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時
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!~ 力一吋電話
明電車 9月25日に長浜町内では初めてのカード

盤塾 公衆甫訴が設計ーされました。このカード公 7
点、話市衆電話は、小銭がなし、口和二、子レホンカ- l 
6寄 G守 ドを巧:し込山ぱ通話ができ必ぶ衆r屯ぷです。 1
コーナ4 ♀壮ラレホンカードは 500円、 1，000円、 1 
3 ，000円の 3 積類あり、電報~:rt舌同で員反7l~ しています。 l

松 山 や 京 阪 神地)jc'は多数設置されています l
伊一子長浜電阪電話局窓 52-0000 l 

あ
と
今
年
も
二
か
月
:
:
振
り
返

っ
て
み
て
充
実
し
九
~
日
々
を
お
く
る
こ

と
が
で
き
た
で
し

ι
う
か
c

と
こ
ろ
子
セ
カ
ン
公
古
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
昨
今
で
寸
が
、
あ
る
ト
々
が
ら

一
人
が
一
個
の
空
カ
ン
を
ひ
ろ
う
「
空

カ
ン
一
個
一
主
化
運
動
」
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
縫
案
が
あ
り
ま
し
允
。

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
美
し
い
町

に
し
た
い
も
の
で
す
。

先
月
け
げ
の
子
洪
相
撲
大
会
の
記
事
で

小
学
三
年
③
小
同
一
党
司
(
出
海
)
は
(
豊

茂
)
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
L
て
お
わ

び
し
ま
す
。

長
浜
町
も
来
年
一
月
一

H
C
合
併
一
二

卜
周
年
持
一
迎
え
ま
寸
。
過
去
を
振
り
返

り
、
未
来
長
み
つ
め
て
、
長
浜
町
の
今

後
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。


